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都市と地方の人材循環

企業を動かす視点
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How：企業のマインドセット：先入観を解いて動かす
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先入観 解決策

そもそも地域課題、社会課題
が分からない

分類・体系化から企業の事業機会の訴求

小さい市町村では儲からない 小さい市町村の好事例を汎用化、全国展開

地方は小さい市町村ばかり 県庁所在地、中核市の課題解決が事業機会に

地方の課題解決と自社の
課題解決が一致しない

地方の担い手不足➡自社のシニア世代の活用及び
若手、ミドルの新たな人材育成

地方創生は収益性がない 直接的な収益 ＜ SDGs、ESG投資、採用、株価等
企業価値向上に多面的効果
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①ローカルイノベーション型：新規事業

②リフレッシュ型：健康経営

③武者修行型：人材育成

④育児・介護型：ワークライフバランス

⑤セカンドキャリア型：人材流動化

都市と地方の人材循環は多様なモデル
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今日の論点 企業を動かすには

What:地域課題の明確化

・どのような地域課題があり、企業が関与することにより、どんなメリットがあるのか

を訴求することが必要。情報の非対称性を解決。

How:マッチングとプロセス

・人のマッチングだけでなく、「地域課題」をマッチング。

解決を考えるプロセスから企業に参画させる仕組みづくり。

・結果として、ヒト,カネ（企業版ふるさと納税等）,ノウハウの提供が一体化。

・「具体的な取組につながる工夫」を「各県レベル」でどのようにすべきか
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What:企業視点での地域課題の明確化

社会課題リスト６分野２１項目で、企業視点で整理

・ウェルネス、水・食料、エネルギー・環境、モビリティ、防災・インフラ、教育・

人材育成から21の課題整理及びSDGｓ17分野に応じた課題整理

・三菱総合研究所が事務局を務める未来共創イノベーションネットワーク

・大企業の約50社、ベンチャー約200社が参加。関心大。

・How:同様のイノベーション系団体（ローカルベンチャー協議会等）を活用
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How:地域課題×企業課題×モデル×関連団体で動かす

・企業の経済合理性・収益性だけでなく、複合的な目的のマッチングが必要

・大企業経営幹部アンケートでは、関心の１位はセカンドキャリア型、

２位がローカルイノベーション型
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地域課題 企業課題・部署 人材循環モデル 関連団体・コミュニティ
担い手・後継者不足、
廃業問題

バブル世代余剰
経営者
人事部

セカンドキャリア型 セカンドキャリア関連団体・コミュニティ

営業力、資金力不足 新規事業創造
経営企画部
事業部門

ローカルイノベーション型 ローカルイノベーション関連団体・
コミュニティ

空き家問題、公共施設
低稼働

リフレッシュ型 人事関連団体・コミュニティ

Uターン、Iターンの低さ 育児・介護離職
経営者
人事部

育児・介護型 育児関連団体・コミュニティ
介護関連団体・コミュニティ

外部人材との交流不足 マンネリ研修制度
兼業・副業推進
人事部

武者修行型 人事関連団体・コミュニティ
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How:多面的に動かす＝手を変え品を変える総力戦

1.大企業グループで動かす

2.経営トップで動かす

3.潮流で動かす
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How：潮流で動かす

＜アイディア＞自治体応援職員の減少

東日本大震災の後、岩手、宮城、福島の３県の自治体に派遣された職員⇒

平成26年度は約2,200人

⇒今年度は約1,100人と半分に減少

被災地復興に、都市部企業の人材を活用

行政職員でなくても貢献可能な分野がある

地域と関りたい都市人材は多数存在

「自社の人材育成に必須」

→ローカルイノベーション、セカンドキャリア、武者修行、リフレッシュ全てに適用
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特効薬や魔法は無い。オールジャパンの総力戦
階層、主体、目的、プラットフォームを多面的に動かす。ただし総括母体が必要

都市と地方の情報の非対称性を減らすことが喫緊の課題
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部署・企業
グループ
で動かす

ボトム
個人

経済団体

人事部連絡会

CSR連絡会

兼業・副業
コミュニティ

地方経済済団体

地方自治体

他

他

経営トップ
で動かす

地方企業

プラットフォーム
A

プラットフォーム
B

プラットフォーム
C

総括プラットフォーム

地方大学
高校、中学校

地方NPO
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How：ヒト・カネ・ノウハウを一体化で動かす
コロナ騒動、ピンチをチャンスに変える機会

満員電車,東京一極集,インバウンド頼みのリスク

１．プラットフォーム

➡ヒト、モノ、ノウハウを共有

２．エビデンスの見える化

➡来年度試行事業：健康データ収集予定

３．経営者率先垂範 ４．SDGs連携

５．企業版ふるさと納税➡人材貢献

６．逆参勤交代大学➡地方大学連携
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「明るい逆参勤交代が日本を変える」 松田智生編著.


